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2021年12月14日(火) 14:30～15:10

DXモダナイゼーションを成功に導く開発手法
[ルールベース開発] 

～DXの『X』を成功させるビジネスアナリシス～ IIBA日本支部フォーラム2021

立ち読み資料（一部抜粋）
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 DX(Digtal Transformation)

 DXに向けたシステム刷新のジレンマ

 ブラックボックスとの戦い

 ルールベース開発

 まとめ

アジェンダ

セッション概要：

本セッションでは、IT資産を刷新する際に、DX時代に必要なシステムのホワイト化や開発スピードを実現し、
ビジネスアジリティを確保するシステム開発や保守に向けて、
ビジネスの根幹にあるビジネスルールに着目した開発手法をご紹介いたします。
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DX(Digital Transformation)
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DXレポート発行 2018.09

◼ 「2025年の崖」 ！日本企業は少なからず共通の課題を抱えている。

出展 https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html
出展 https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/pdf/n1300000.pdf

５

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html
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◼ DXの本質の誤認と、コロナ禍による緊急度合がアップ
⚫ 2018年のDXレポート以降に発生したパンデミックにより

パラダイムシフトをまざまざと経験

DX中間レポート発行 2020.12、2021.08
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出展：https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-1.pdf

１．これまでのDX政策とその結果 ２．コロナ禍で明らかになったDXの本質 ３．コロナ禍により高まるDXの緊急性

①DX推進指標、デジタルガバナンス・コード
（DX認定、銘柄）に取り組み、企業のDXを推進

②一方、先般のDXレポートでは
「DX=レガシーシステム刷新」など、
本質ではない解釈を生んでしまい、また、
「現時点で競争優位性が確保できていれば
これ以上のDXは不要である」という受け止めも

DXレポート(2018)以降

企業のDX推進状況に大きな差

①事業環境の変化に迅速に適応できた企業と、
そうでない企業の差が開いている

②押印、客先常駐、対面販売など
これまでは疑問に持たなかった企業文化
（業務・監修）が変革の阻害要因に
→先送りしてきた課題がコロナ禍により

一気に表出

コロナ禍で見られた事象

コロナ禍で明らかになったこと

「素早く」変革「し続ける」能力を
身に付けること、
その中ではITシステムのみならず
企業文化(固定観念)を変革することの
必要性が明らかに(DXの要) 
DXは、
ITシステム更新の問題から企業文化刷新の問題へ

①デジタルサービスが提案する新たな価値を
享受することが当たり前に

②コロナ禍を通じて人々の固定観念が変化。
テレワークなどをはじめとした
デジタルによる社会活動の変化は元に戻らない
→ビジネスにおける価値創出の

中心がデジタルの領域に移行

デジタルの浸透

DXの緊急性

顧客の変化に対応するにはデジタルは必須。
ビジネスを今変化させなければ、
デジタル競争の敗者となる。

企業の変革を推進するパートナー となるため、
これまで企業のITシステム構築を担ってきた
ベンダー企業も変革が必要。
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DXに向けたシステム刷新の
ジレンマ
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システム刷新に対する期待

◼ システム刷新が話題にのぼると・・・
⚫ あるべき論と過度の期待で盛り上がる

アジャイル開発

マイクロサービスアーキテクチャ
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APIエコノミー

ビジネスプロセス改善

ビジネスアジリティ確保

生産性向上

バッチ撲滅

クラウドネイティブ

クラウド リフト＆シフト
業務課題

現在の
IT課題

将来の
要望

脱ウォーターフォール

古いITと機器
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システム刷新のジレンマ

◼ 検討を着手すると・・・
⚫ 業務課題、IT課題、実施決断の検討など山盛り

⚫ ビジネスの改善の刷新？ 改革の更改？ それともシステムのリファクタ

⚫ 収拾つかない盛り上がり

根拠なき膨大な見積

なんとなくアセスメント
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とりあえずPoC

業務部門からの大量要望

まとまらない要望の整理

あふれる業務課題

ビジネス置き去りのあるべき論

納期ありきの詰め込み計画

あふれるIT課題

繰り返すPoC品評会

業務課題

IT課題

実施決断
検討

⚫ 結局 ループする決断...
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システム刷新したくとも出来ない

◼ 上に関連して耳にする声
⚫ ベテランエンジニアは既に退職し、仕様を深く理解している人がいない

⚫ 仕様書が既に稼働しているものと同期していない

⚫ 仕様がスパゲッティであり、どこから手をつけてよいか分からない

⚫ 設計書に記載されていない部分のソースコードから読み解く作業で漏れが多発する

⚫ どれくらいの工期が必要なのか分からない
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～COBOLシステムを例にとると～

◼ リプレースできない上位3位の理由
1. 「リプレースの手間が大きく・コストがかかる／費用対効果が見えない」 85.3％

2. 「COBOLエンジニアを確保できない」 23.0％

3. 「COBOL以外の言語で開発することが技術的に困難」 19.4％

※出展：日経クロステック 2020年10月

この資料にご興味をお持ちいただけましたら、
是非ダウンロードをお申込みください。

一度お申込みいただくと、ルールベース開発に関連した掲載資料を
すべてダウンロードいただけます。

お申込み

https://www.ogis-ri.co.jp/forms/dlform_BRMS_10.html

